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１

《 国産大豆 》 《 国産大豆 》 
２１年産減産の見通し２１年産減産の見通し 

 １０／２７に国産大豆協議会が開催され、全農と全集連から２１年産大豆の集荷、販売計画が報告

されました。それによると、集荷見込みは、６月時点の予想に比べて１万８，１６０トン減産の１７

万７，１８５トンとなりました。そのうち、全農分は１７万１，９７９トンで、２０年産比で８７％、 

１９年産比で１０２％となっております。 

 今回の減産の主な要因は、北海道での夏場の長雨、日照不足による生育遅れ、九州北部での大雨に

よる冠水被害、東海、北陸地域での台風による倒伏、冠水被害の影響があげられています。 

 主要品種の動向としては、２０年産比で、おおすずが７６％、フクユタカが８３％、とよまさりが

８４％、リュウホウが８７％、ミヤギシロメが９４％、スズマルが９４％の見込みです。 

 しかしながら、２０年産が豊作だったため、持ち越し在庫もあり、供給不安にまでは至らない状況 

です。 

２１年産入札は延期 

２１年産国産大豆の入札開始時期については、日本特産農産物協会によると、水稲の収穫遅れにより、

大豆の調製も遅れているため、１２月以降の見通しとなっております。詳しい情報が入り次第ご案内

いたします。 

 

 

《 トピックス 》 
弊社の平成２１年産大豆契約栽培先である青森のＪＡつがるにしきた農協、金木町の圃場です。 

品種はオクシロメです。１０／１４現在、まだ落葉しておらず、乾燥するまでは、もう少し時間がか

かりそうです。１０／下旬から１１／上旬に収穫の予定です。生育状況は、夏場の日照不足の影響が

あったものの、お盆以降に回復し、平年並みの収量が期待できます。 
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２

《 北米産大豆 》 《 北米産大豆 》 

大豆生産高増加大豆生産高増加 

アメリカ農務省は、１１／１０に‘０９／１０年産の世界の大豆生産予想を２億５，０２３万トンと

発表し、前回比４１６万トン増産の見込みとなりました。これは、アルゼンチン、米国、ブラジルが

増産見通しとなったためです。 

米国大豆収穫遅れ 

 アメリカ農務省は、１１／９に１１／８現在の米国産大豆収穫率を発表しました。それによると、主

要１８州平均で７５％（前年９１％、平年９２％）と遅れている状況です。特にウィスコンシン州は、

５４％と大きく遅れている状況です。 

 

《 トピックス 》 

 去る１０／２７～１１／２にかけて、弊社の芳賀が、北米の契約栽培大豆の産地視察に行ってまい

りました。今年の収穫は、平年より３～４週間遅れており、収穫後に乾燥調整をかけている状況です。 

米国産大豆は、タンパク値がやや高く、品質も良好との状況です。しかし、カナダ産に関しては、や

や小ぶりでタンパク値も１％程度低くなるものと思われます。 

弊社の新穀は、年明け１月に入荷予定となっております。入荷次第ご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 中国産大豆 》 

‘０９黒龍江省は減産見込 

商社からの情報によると１１／６現在、中国黒龍江省の大豆の収穫はほぼ終了し、生産量は、昨年

よりも１７０トン減産の６８０万トンの見込みとなりました。減産の要因としましては、作付面積の

減少によるものと、黒龍江省西部の不作によるものと思われます。今後、詳細が分かりましたらご案

内いたします。 


